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1 　 大 腸 鋸 歯 状 腺 腫 の K - r a s 変 異 の 検 討

廣 野 玄 * , * * * ・ 味 岡 洋 一 * *

渡 辺 英 伸 * ・ 橋 立 英 樹 * ・ 加 納 恒 久 *

馬 場 洋 一 郎 * ・ 西 倉 健 * *

朝 倉 均 * * *

新潟大学大学院分子 ･ 診断病理

学分野
*

同 分子 ･ 病態病理学分野
* *

同 消化器内科学分野
* * *

【背 景】 大腸鋸 歯状腺腫 ( S A) は 管状 腺腫

( T A ) に比 べ K- r a s 遺伝子変異率 が低く ,
S A の 発

育進展 に 同遺伝子変異の 関与は少 な い と考え られ

る ( Ajio k a , 1 9 9 8) .
し か し

,
S A に は同 一

病変内に

T A を併 存する もの ( S A w ith T A) が あり, 同病

変 の S A 部分の K r a s 遺伝子変異 に つ い て は明ら

か で な い .

【目的】 s A w ith T A の S A 部分の K -)
･

a s 遺伝子変

異を検索.

【材料】 s A w ith T A : 1 1 病変
, p u r e S A : 3 4 病変.

【方法】 1) S A w ith T A を S A
,
T A 別 に m a p p i n g

し
,
D N A を抽出. 2) P C R - R F L P 法

,
D ir e ct s e q u e n c e

法 で K- r a s 遺伝子 c o d o n 1 2 の突然変異を検索.

【結果】 K - r a s 変異率 は , ① s A w it h T A の S A 部

分: 7/ l l (6 3 . 6 % ) , ②同 T A 部分: 8/ l l (6 6 .7 % ) ,

③ p u r e s A : 3/ 3 4 ( 8 .8 % ) で あり, ①, ②と③ に

は有意差 が あり (p < 0 . 0 0 1) , ① と②に は有意差

はな か っ た .

【結論と考察】 T A を併存する S A は p u r e S A と

異 なり高 い K -Ila S 遺伝子変異を示 し
,
その 発育進

展に は同遺伝子変異が関与 して い る可能性が示唆

された.

2  U C 合 併 大 腸 癌 （ c o l i t i c  c a n c e r ） の 粘 液 形 質

加 納 恒 久 ・ 味 岡 洋 一 ・ 渡 辺 英 伸

橋 立 英 樹 ・ 廣 野 玄 ・ 馬 場 洋 一 郎

西倉 健

新潟大学大学院分子診断
･

病理

分野

【目的】 潰壕性大腸炎 ( U C) に合併する大腸癌

の 粘液形質の特徴を明らか にする .

【対 象】 u c 合併 s m 以深浸潤癌 ( u c c A ) 8 病

餐
,

'
同 d y s pl a si a 7 病変 ,

U C 非合 併大 腸進 行癌

1 1 9 病 変 〔粘液 癌 ( M C A) 3 7 病 変, 非 粘液 癌

( n M C A) 8 2 病変〕

【方法】 M U C 2 , M U C l , M U C 5 A C 免疫染色 で

陽 性 細胞 頻 度 3 0 % 以 上 を ス コ ア ( ＋) と し ,

M U C 2 / M U C 1 / M U C 5 A C の ＋/ - の 組み 合 わ

せ で粘液形質を判定 した .

【結果】 1) u C C A の 5/ 8 ( 6 3 % ) は粘液癌 で あ

っ た . 2) u c c A の 粘液 形 質 は 4/ 8 ( 5 0 % ) が

M U C 2 ＋/ M U C 5 A C ＋で あり
,
同頻度 は n M C A

( 同 0 / 8 2) より有 意 に 高 か っ た が ( p < 0 . 0 1) ,

M C A ( 同 1 6 / 3 7 , 4 3 % ) とは有意差 は なか っ た .

3) d y s pl a si a も 5/ 7 ( 8 5 .7 % ) が M U C 2 ＋/ M U C

5 A C ＋ であ っ た .

【結論と考察】 u c 合併大腸癌に 特徴的な粘液形

質 は そ の 発生 初期 (dy spl a si a) か ら発現 し て い

る .
し か しこ れは U C 合併癌 に特異的なもの で は

なく
,
その 組織型 ( 粘液癌) に 由来するもの と考

えられた .


